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■運用のポイント
●タブレット端末の管理、インターネット接続について
・個人の所有だが、生徒が不要なアプリケーションなど
をインストールしないよう、ID・パスワードは保護者
に管理を依頼している。またOSのバージョンアップ
などのメンテナンスも家庭で行っている。

・学校内でのインターネット接続は、ファイアウォール
による制限を設けている。調べ学習の際には、教師が
検索ワードを提示するほか、公共機関のサイトを閲覧
するように指示するなどの誘導も行っている。

●今後の展開
・開校と同時に導入して２年が経過し、運用方法も概ね確立できた。今後は作成した教材や資料を
共有化し、学年内の横の連携に加え、年度を超えた縦の連携を行うことが可能となってくる。教
材の共有化によって教員の授業準備の時間を短縮し、その時間をきめ細かな生徒指導にあてるこ
とで全体的な質の向上を図ることも、ICT導入のねらいである。

　教育方針の基本に「21世紀型スキル」の習得を挙げて
おり、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、
コラボレーション能力、ICT活用能力などの育成に力を入
れている。
　なかでもICTの活用はこれからの社会における基本ス
キルであり、教育活動全般に取り入れることで、習慣的
に身につけさせたいと考えた。そのためには一部の特別
教室だけにコンピューターがあるのではなく、全ての生
徒が学校でも家庭でも簡単に使える「いつでも、どこでも、誰でも」という環境を整えることが必要
である。さまざまな形態を検討した結果、教師と生徒間での情報共有が可能で、一斉学習、協働学
習型の授業が展開できる電子黒板・タブレット連携システムを導入した。
　その結果、生徒が参加意識を持って授業に取り組めており、協働学習、課題解決学習の実施はも
ちろん、動画を使った解説やインターネットの活用など、電子黒板やタブレットの機能を活かすこ
とで、授業中の理解度も高まっている。
　また、全員がタブレットを所有していることから、家庭でも活用できるようにインターネット上に
教師・生徒・保護者専用の学校ポータルを設置した。自宅学習の習慣をつけることで、「自立学習者」
になることが目的である。宿題教材を配信したり、英語のリスニング教材を視聴したりして毎日の
家庭学習を行うほか、連絡事項の配信も行い、学校と家庭を結ぶツールとしても幅広く活用している。

●お詫びと訂正
　本書57ページの上段に誤植がありました。正しくは下記の通りです。
　お詫びとともに訂正いたします。


